
東京都奥多摩町では奥多摩山系から多摩川本流に注

ぐ渓流沿いで水ワサビを栽培してきた。近年は耕作者

の高齢化，市場価格の低迷等で遊休農地が増加するな

ど課題は多いが，江戸時代から引き継がれた地域特産

品として，現在も重要な作目である。山間地で栽培さ

れることや使用できる農薬がほとんどないことから，

ワサビ栽培で発生する病害虫は生産上の大きな障害の

ひとつである。筆者らは2002年から生産者や奥多摩町

役場などから奥多摩地域のワサビ栽培で発生している

病害虫に対する防除方法を明らかにするよう要請を受

け，病害虫の発生実態調査等を行ってきた。調査する

中でヘリジロカラスニセノメイガ E v e r g e s t i s

holophaealis（Hampson）（杉，2000；神保，2004－2006）

の幼虫による被害が特に大きいことが明らかとなっ

た。本種はツトガ科（Crambidae）ニセノメイガ亜科

（Evergestinae）に属し，最近までヘリジロカラスノメ

イガと呼ばれていた。井上ら（1982）によると，本種

は東北から関東，中部，北陸の山地でみられ，成虫は

５～９月に出現し，年２化とされているが生活史の詳

細は明らかでない。

ここでは，奥多摩町のワサビ栽培圃場における発生

害虫種と最も被害の大きいヘリジロカラスニセノメイ

ガの発生状況および幼虫に対するBT剤の効果につい

て報告する。

調査方法

１．ワサビ栽培圃場における害虫の発生実態調査

東京都奥多摩町峰谷，鳩ノ巣など数カ所の本圃（沢），

苗圃（施設）を2002～2005年にかけて月１回程度，定

期的に巡回調査し，発生している害虫の調査を行った。

その際，必要に応じて採集し，実験室内で飼育観察し

た。

２．BT剤の効果確認試験

ヘリジロカラスニセノメイガ幼虫に対するBT剤の

効果を調査するため，幼虫が多発していた奥多摩町安

寺沢，鳩ノ巣地区の圃場（沢）でエスマルクＤＦとガ

ードジェット水和剤の500倍および1,000倍を背負式動

噴で散布した。処理前(2004年6月10日)，４日後および

８日後，各区30株の幼虫数を調査した｡また，茎葉部

などへの薬害の有無についても観察した。試験圃場の

ワサビ（在来種）は2003年７月定植（株間20cm），試
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摘　　　要

東京都西多摩郡奥多摩地域のワサビ栽培圃場で害虫19種の発生を確認した。その中で，ヘリ

ジロカラスニセノメイガ，カブラハバチ類，ナトビハムシが生産上の大きな障害となっており，

特にヘリジロカラスニセノメイガによる被害が大きいことが明らかになった。ヘリジロカラス

ニセノメイガ幼虫の発生は６～７月と９～11月の２回見られ，秋期に採集した幼虫は繭内で幼

虫越冬した。本種幼虫に対してＢＴ剤は高い効果を示した。



引き起こしていた。さらに，その食入部位には墨入病

が発生していたことが多かった。

施設の苗圃場ではニセダイコンアブラムシなどアブ

ラムシ類の発生も多かった。また，茎部へのムカシト

ンボ成虫の産卵害は地下部の生育に影響することはほ

とんどないと考えるが，産卵部位の外観は著しく損な

われた。

２）ヘリジロカラスニセノメイガの発生および加害

状況

幼虫はワサビの葉裏に６月からみられ始めるが，８

月にはワサビの茎葉部からほとんどみられなくなる。

９月中旬頃から再び若齢幼虫がみられ，11月下旬頃ま

で観察された。多発時には株あたり幼虫10頭以上が発

生し，食害により激しい被害となった（第１図）。幼

虫は細く長い黒色刺毛があり，明瞭な白い気門線と不
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験規模は１区10m2（2.5ｍ×４ｍ，約250株）とした。

展着剤は加用しなかった。

結果および考察

１．ワサビ栽培圃場における害虫の発生実態

１）発生害虫種

今回の調査では19種の害虫を確認した（第１表）。

このうち特に本圃（沢）ではヘリジロカラスニセノメ

イガとカブラハバチ類幼虫による被害，苗圃ではナト

ビハムシ幼・成虫による被害が大きいことを確認し

た。ヘリジロカラスニセノメイガとカブラハバチ類の

幼虫発生時期は本圃で株を充実させる生育期にあた

り，食葉被害により地下部の肥大に影響を及ぼすと考

えられる。ナトビハムシの発生は苗圃（土耕栽培）に

限られ，成虫は食葉による被害をおこす。幼虫はワサ

ビ茎葉部への食入による直接的な加害で幼苗の枯死を
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第１表　奥多摩地域のワサビ圃場において確認した害虫（2002～2005年）
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明瞭な背線，亜背線を持ち，体色は淡緑色～淡赤褐色

で，終齢幼虫の体長は約25mmであった（第２図）。老

熟幼虫は葉を綴って丸い繭を作り，その中で蛹となっ

た。10～11月に野外から採集した幼虫は老熟すると葉

で作った繭内で幼虫越冬し，翌年の４～５月に羽化し

た（屋外，自然日長下）。なお，同属のナニセノメイ

ガも繭の中で幼虫越冬する（筒井ら，1987）。以上の

ことからヘリジロカラスニセノメイガは年２化で，幼

虫越冬していると考えられる。

産卵は１卵ずつ葉裏に行われ，幼虫も葉裏あるいは

茎部を食害する。１葉に10頭以上発生し，地上部がほ

とんど食い尽くされるような多発生圃場もみられた。

幼虫は葉身と茎の基部を円周に沿ってかじり，葉が萎

第１図　ヘリジロカラスニセノメイガの幼虫によるワサ
ビ葉の被害

第２図　ヘリジロカラスニセノメイガの老齢幼虫（体長
25mm）

第３図　ヘリジロカラスニセノメイガの幼虫によって傘
状に萎れたワサビ葉
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第２表　ヘリジロカラスニセノメイガに対するBT剤の効果



れて閉じた傘状（第３図）となった内側に潜むことも

よく観察された。

２．BT剤の効果試験

供試したエスマルクＤＦおよびガードジェット水和

剤の500倍ならびに1,000倍区とも散布後の幼虫密度は

低下し，高い防除効果が認められた（第２表）。また，

全ての試験区で薬害は認められなかった。両剤はヘリ

ジロカラスニセノメイガに対する実用性が確認できた

ことから登録拡大に向けてメーカー等に要望していき

たい。
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